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木材産業シンボルマーク

上
満
正
茨
城
県
木
協
連
会
長
の
開

会
の
言
葉
、
こ
の
一
年
間
の
物
故

者
に
対
す
る
黙
と
う
と
続
き
、
平

方
宏
全
木
連
副
会
長
・
群
馬
県
木

連
会
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
行
わ

れ
た
。
続
い
て
菅
野
康
則
全
木
連

会
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、
来
賓

と
し
て
出
席
さ
れ
た
宮
下
一
郎
農

林
水
産
大
臣
（
代
理 

小
坂
善
太
郎

林
野
庁
次
長
）、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交

通
大
臣
（
代
理 

山
下
英
和
国
交
省

住
宅
局
住
宅
生
産
課
長
）、
山
本
一

太
知
事
（
代
理 

津
久
井
治
男
副
知

事
）、
富
岡
賢
治
市
長
（
代
理 

只
石

恵
一
郎
農
政
部
長
）
が
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
た
。
参
列
さ
れ
た
来
賓
の

紹
介
、
祝
電
の
披
露
、（
株
）
ユ
ハ

ラ
村
上
行
成
専
務
取
締
役
に
よ
る

現
地
報
告
に
続
き
、
吉
田
貞
裕
群

馬
県
木
材
青
年
協
会
長
が
大
会
宣

言
（
別
掲
）
を
朗
読
し
、
満
場
一

致
で
決
議
し
た
後
、
菅
野
全
木
連

会
長
に
よ
る
決
意
表
明
が
行
わ
れ

た
。第

二
部
は
、
高
崎
市
出
身
の
落

語
家 

林
家
つ
る
子
氏
に
よ
る
「
真

打
昇
進
決
定　

林
家
つ
る
子
に
よ

る
落
語
講
演
会
」
と
題
し
た
記
念

 

都
市
の
木
造
化
推
進
へ
宣
言
決

議
を
採
択

「
木
を
使
っ
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
社
会
を
」
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲

げ
た
（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連

合
会
創
立
70
周
年
記
念
第
五
十
七

回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
が
、

十
月
十
九
日
（
木
）
群
馬
県
高
崎

市
の
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
に
お
い

て
全
国
か
ら
約
四
七
〇
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
野

第
五
十
七
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
開
催

第
五
十
七
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
開
催
（
高
崎
市
）

（
高
崎
市
）

会長挨拶 ( 菅野全木連会長 )

大会会場の写真

全
国
か
ら
四
百
七
十
名
が
参
加
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日
、
鹿
児
島
市
開
催
）
が
行
わ
れ
、

東
泉
清
寿
栃
木
県
木
協
連
理
事
長

が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
て
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

懇
親
会
に
は
、
約
二
百
七
十
名

が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
、
上

村
さ
や
香
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大

使
の
歌
や
群
馬
県
の
美
酒
が
花
を

添
え
た
。

講
演
が
行
わ
れ
た
。
落
語
の
演
題

は
古
典
落
語
の
「
ね
ず
み
」
で
、

名
匠
と
知
ら
れ
る
左
甚
五
郎
が
彫

っ
た
ネ
ズ
ミ
が
評
判
を
呼
び
、
貧

乏
宿
か
ら
繁
盛
宿
し
て
い
く
人
情

噺
で
、
大
会
に
相
応
し
い
「
木
」

を
題
材
に
し
て
巧
み
な
話
術
で
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

第
三
部
の
表
彰
式
は
、
松
原
正

和
全
木
協
連
会
長
の
挨
拶
、
青
山

豊
久
林
野
庁
長
官
（
代
理 

小
坂
善

太
郎
林
野
庁
次
長
）
の
祝
辞
の
後
、

退
任
団
体
長
表
彰
、
木
材
産
業
功

労
者
・
優
良
組
合
表
彰
、
協
同
組

合
事
業
功
績
者
・
優
良
組
合
表
彰

が
行
わ
れ
、
林
野
庁
長
官
感
謝
状

を
贈
呈
さ
れ
た
島
﨑
政
敏
埼
玉
県

木
協
会
長
が
受
賞
者
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
た
。

次
い
で
、
次
期
開
催
地
の
柴
立

鉄
彦
鹿
児
島
県
林
材
協
連
会
長
か

ら
挨
拶
（
令
和
六
年
十
月
三
十
一

受
賞
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

受
賞
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

��

令
和
五
年
秋
勲
章
・
褒
章
受
章
者

令
和
五
年
秋
勲
章
・
褒
章
受
章
者
（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

旭

日

小

綬

章

旭

日

小

綬

章

旭

日

双

光

章

瑞

宝

双

光

章

瑞

宝

単

光

章

黄

綬

褒

章

藍

綬

褒

章

谷　

﨑　
　

信　

雄

松　

田　
　
　
　

功

伊　

東　
　

宏　

一

田　

鎖　
　

政　

夫

古　

場　
　

信　

行

島　

津　
　

浩　

之

髙  

島  　

正  

弘

（
福　

井
）

（
徳　

島
）

（
京　

都
）

（
岩　

手
）

（
長　

崎
）

（
大　

阪
）

（
長　

崎
）

第 57 回全国木材産業振興大会
＝ 木を使って、サステナブルな社会を ! ＝

宣言決議
　木材利用の拡大は、森林・林業の活性化のみならず地球温暖化防止、地方創生、国土強靭化などを通じ、
豊かな暮らしや脱炭素社会の実現に大きく貢献するものであり、森林資源が充実しつつある中、「伐って、
使って、植えて、育てる」という資源の循環利用の確立が重要な課題である。
　全国各地で木造施設等が数多く建設されるようになり、都市部の建築物の木造化・木質化が進み始め
ている。これは木材を優先して活用する ‘ ウッドファースト社会 ’ の実現に向けて、政府、与党、経済界
に訴えてきた我々の活動の成果と認識している。

　このような中、「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用の促進に関する法
律」（通称：都市 ( まち ) の木造化推進法）の施行から二年が経ち、対象を建築物一般に拡大されたこと
により、関係者の信頼に基づく安全・安心な木材の安定供給体制の構築、都市の木造化・木質化の取組
が官民を挙げて加速化する一方で木造住宅着工の減退が見られる。
　また、「合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律（通称：クリーンウッド法）の一部を改正
する法律」が本年 5月に公布され違法伐採の根絶に向けた更なる取組の強化が求められている。
　今後、我々木材産業界は、合法性が確認された木材、持続性が確保された木材の利用の促進により山
元に利益を還元し、再造林するための持続的な林業・木材産業の仕組み作りに率先して取り組むととも
に、消費者・ユーザーの協力を得つつ、木造住宅はもとより、都市の造化を推進し、木材利用を国民運
動として展開を図っていくことが重要である。

　そのため、次の事項について、経済界など多様な関係者の連携の下に英知を結集して行動する。

　 1．�都市（まち）の木造化等木材利用を積極的に働きかけるとともに、国民理解の醸成に取り組む。
　 2．�持続性の確保された木材の利用及び山元への利益の還元と再造林できる体制の構築に森林・林業、建築

業界と一体となって取り組む。
　 3．�令和七年の改正クリーンウッド法施行に向けて合法伐採木材だけが流通・利用されるように取り組む。
　 4．�木材産業振興のため、木造住宅の新築促進の施策を含めた予算の確保、税制特例措置の継続に取り組む。
　 5．�新たな木材需要を創出するため、ＪＡＳ製品等、品質・性能の確かな木材供給や技術開発・普及等に取

り組む。
　 6．�人材の育成確保を図り、木材産業従事者の労働安全に全力を挙げ、死亡災害絶滅に取り組む。

　以上、決議する。
令和 5年10月19日　

第 57 回全国木材産業振興大会　

歓迎の挨拶（平方大会委員長・群馬県木連会長）
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開会の言葉（野上茨城県木協連会長）

来賓祝辞（山下国土交通省住宅生産課長）

来賓祝辞（小坂林野庁次長）

来賓祝辞（只石高崎市農政部長）

表彰式挨拶（松原全木協連会長）

来賓祝辞（津久井群馬県副知事）

第
五
十
八
回
全
国
木
材

第
五
十
八
回
全
国
木
材

産
業
振
興
大
会

産
業
振
興
大
会

　
　
　
　

　
　
　
　
（
鹿
児
島
大
会
）

（
鹿
児
島
大
会
）

期
日
：�

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日

（
木
）

場
所
：
鹿
児
島
市
民
ホ
ー
ル

　
　
　

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

　
　
（
懇
親
会
会
場
：
鹿
児
島
サ
ン

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

☆�

木
材
利
用
促
進
の
た
め
、

大
勢
の
参
加
で
大
会
を

盛
り
上
げ
よ
う
！

第
十
五
回
　

　
新
た
な
「
木
材
利
用
」

　
　
　
　
　
事
例
発
表
会

日
時
：�

令
和
六
年
一
月
二
十
九
日

（
水
）
13
：
30
～
16
：
00

場
所
：�

木
材
会
館　

七
階
ホ
ー
ル

　
　
　

�（
江
東
区
新
木
場
一
一
―

一
八

―

八
）

主
催
：�（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連

合
会

　
　
　

�

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会

定
員
：�

一
五
〇
名

　
　
　

�（
一
般
消
費
者
、
建
築
・
設

計
、
木
材
関
係
者
等
）

現地報告（村上（株）ユハラ取締役）大会宣言（吉田群馬県木材青年協会長）記念講演（落語家 林家つる子）代表謝辞（島﨑埼玉県木材協会会長）

次期開催地挨拶（柴立鹿児島県林材協連会長）閉会の言葉（東泉栃木県木協連会長）みどりの大使（上村さや香）司会（新木睦子）
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全木協連会長表彰（代表者 鉾田茨城県木連副理事長）全木連会長表彰（代表者 松井群馬県木連理事）

乾　杯懇親会の様子

全木協連 退任団体長感謝状全木連 退任団体長感謝状

全木連 林野庁長官感謝状（2）全木連 林野庁長官感謝状（1）



令和 5年12月 8 日（金曜日）� （第 694 号）全　木　連　時　報

　
前
大
会
以
降

　
退
任
団
体
長
感
謝
状

　
名
簿
（
敬
称
略
）

〇 

全
木
連
会
長
感
謝
状

青　

森	

齋　

藤　
　
　

渉

宮　

城	

千　

葉　
　
　

基

福　

井	

谷　

﨑　

信　

雄

静　

岡	

伊　

藤　

晴　

康

兵　

庫	

谷　

口　

幸　

三

徳　

島	

松　

田　
　
　

功

長　

崎	

鶴　

田　
　
　

修

宮　

崎	

高　

嶺　

清　

二

全
買
連	

故 

早　

川　

金　

光

プ
レ
カ
ッ
ト	

原　

田　

実　

生

〇 

全
木
協
連
会
長
感
謝
状

青　

森	

齋　

藤　
　
　

渉

宮　

城	

千　

葉　
　
　

基

材　

商	

青　

木　

陽
一
郎

新
東
京	

廣　

木　

俊　

一

福　

井	

谷　

﨑　

信　

雄

静　

岡	

伊　

藤　

晴　

康

兵　

庫	

谷　

口　

幸　

三

徳　

島	

松　

田　
　
　

功

香　

川	

藤　

井　

正　

雄

愛　

媛	

砂　

田　

和　

之

熊　

本	

立　

山　

豊　

寛

大　

分	

安　

部　

省　

祐

宮　

崎	

木　

脇　

桂
太
郎

沖　

縄	

長　

堂　

昌
太
郎

〇　

全
木
連
会
長
表
彰
状

北
海
道	

伊　

藤　

喜
美
雄

	

故 

髙　

橋　

伯　

奉

	

伊　

藤　
　
　

守

宮　

城	

小　

泉　

幸　

彌

秋　

田	

田　

口　

宗　

弘

山　

形	

小　

関　

一　

也

茨　

城	

川　

井　

顯　

一

群　

馬	

岡　

田　

隆　

治

	

松　

井　

澄　

信

埼　

玉	

宮　

島　

義　

和

千　

葉	

石　

井　
　
　

充

	

寺　

田　
　
　

肇

山　

梨	
南
部
町
森
林
組
合

東　

京	
小　

泉　
　
　

勝

	

喜　

多　

利　

光
	

齋　

藤　

晴　

秀

新　

潟	

小　

山　

源
之
輔

富　

山	

野　

村　

一　

己

	

梅　

田　

政　

孝

長　

野	

宮
野
尾　
　
　

宏

宮　

崎	

高　

嶺　

清　

二

　
全
木
連

　
創
立
70
周
年
記
念

　
木
材
産
業
功
労
表
彰

　
者
・
優
良
組
合
表
彰

　
名
簿
（
敬
称
略
）

〇 
林
野
庁
長
官
感
謝
状

北
海
道	

井　

原　
　
　

久

山　

形	
松　

田　
　
　

賢

栃　

木	
小　

堀　

純　

正	
	

栃　

木　

孝　

夫

群　

馬	

小　

坂　

裕
一
郎

埼　

玉	

島　

﨑　

政　

敏

神
奈
川	

髙　

橋　

秀　

行

	

吉　

川　

芳　

郎

東　

京	

青　

木　

陽
一
郎

富　

山	

米　

澤　

政　

幸

岐　

阜	

今　

井　

久　

喜

静　

岡	

伊　

藤　

晴　

康

愛　

知	

竹　

内　

喜
陽
雄

京　

都	

小　

川　

宜　

久

兵　

庫	

中　

塚　

一　

裕

広　

島	

三　

島　

英　

揮

	

佐　

藤　

克　

志

徳　

島	

和　

田　

善　

行

静　

岡	

大　

槻　

正　

隆

	

森　

田　
　
　

茂

愛　

知	

高　

橋　

秀　

樹

	

式　

守　

正　

光

	

菅　

沼　

基　

義

三　

重	

森　
　
　

啓　

介

	

莊　

司　
　
　

健

京　

都	

藤　

田　

剛　

士

大　

阪	

西　

上　

光　

二

	

𠮷　

原　
　
　

隆

	

吉　

田　

明　

夫

	

前　

重　

興　

亮

奈　

良	

貝　

本　

博　

幸

岡　

山	

武　

本　

哲　

郎

徳　

島	

三　

辻　

博　

良

香　

川	

熊　

谷　

國　

次

愛　

媛	

久　

保　

悦　

男

熊　

本	

今　

坂　

幸　

一

宮　

崎	

堀　

内　

義　

美

　
協
同
組
合
事
業

　
功
績
表
彰
者
・

　
優
良
組
合
表
彰

　
名
簿
（
敬
称
略
）

〇 
全
木
協
連
会
長
表
彰
状

北
海
道	

津　

田　

一　

彦

岩　

手	

森　

谷　
　
　

潤

	

鈴　

木　

光　

宏

宮　

城	

竹　

澤　

誠　

一

山　

形	

沖　

田　

洋　

元

茨　

城	

鉾　

田　

樹　

一

東　

京	

渡　

辺　

義　

秋

	

大　

渕　
　
　

治

	

岡　

部　

孝　

明

	

山　

下　

裕　

二

静　

岡	

窪　

田　
　
　

明

愛　

知	

村　

松　

幹　

彦

	

神　

谷　

幸　

一

三　

重	

一　

力　

秀　

造

岡　

山	

廣　

江　

良　

行

徳　

島	

中　

原　

敏　

博

	

協
同
組
合
ス
ー
パ
ー

	

ウ
ッ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム

熊　

本	

石　

松　

勇　

志

大　

分	

寺　

山　

修　

一

	

小　

野　

靖　

光

全木連は、 国産材を活用し
日本の森林を守る運動に

取り組んでいます。
http://www.kokusanzaikatuyo.jp/
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全
木
連
・
全
木
協
連　
　
　

全
木
連
・
全
木
協
連　
　
　

　
　
　
　

臨
時
総
会
開
催

　
　
　
　

臨
時
総
会
開
催

（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
、（
一

社
）
木
材
産
業
退
職
金
共
済
会
の

臨
時
総
会
・
理
事
会
が
、
十
一
月

二
十
一
日（
火
）、
木
材
会
館（
東
京

都
江
東
区
新
木
場
）
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
会
員
が
参
加
し
た
。
総

会
に
先
立
ち
、
午
前
に
正
副
会
長

会
議
が
開
催
さ
れ
、
総
会
の
進
め

方
等
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

全
木
連
で
は
、
臨
時
総
会
に
お

い
て
役
員
（
理
事
、監
事
）
の
選
任
、

理
事
会
に
お
い
て
令
和
５
年
度
業

務
執
行
状
況
報
告
、役
員
（
副
会
長
）

の
選
任
に
つ
い
て
の
決
議
が
行
わ

れ
承
認
さ
れ
た
。

全
木
協
連
で
は
、
臨
時
総
会
に

お
い
て
役
員
（
理
事
）
の
選
任
、

理
事
会
に
お
い
て
令
和
５
年
度
中

間
事
業
報
告
が
行
わ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。

木
退
共
で
は
、
理
事
会
に
お
い

て
令
和
５
年
度
業
務
執
行
状
況
報

告
が
行
わ
れ
た
。

臨
時
総
会
等
終
了
後
、
情
報
交

換
会
を
開
催
し
、
国
土
交
通
省 

原

田
佳
道 

住
宅
生
産
課
木
造
住
宅
振

興
室
長
か
ら
令
和
６
年
度
予
算
概

算
要
求
の
概
要
・
木
造
住
宅
・
建

築
物
の
振
興
に
つ
い
て
、
岡
野
大

志 
住
宅
局
参
事
官
（
建
築
企
画
担

当
）
付
企
画
専
門
官
か
ら
、
建
築

基
準
法
・
建
築
物
省
エ
ネ
法
改
正

法
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、

林
野
庁
か
ら
鈴
木
清
史 

木
材
産
業

課
上
席
木
材
専
門
官
か
ら
令
和
６

年
度
予
算
概
算
要
求
及
び
、
令
和

５
年
度
補
正
予
算
概
算
要
求
の
概

要
に
つ
い
て
、
三
上
善
之 
木
材
利

用
課
長
か
ら
は
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。
引
き
続
い
て
質

疑
応
答
に
移
り
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

支
援
、
⑤ 

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
普
及

拡
大
へ
の
支
援
、
⑥ 

技
術
の
オ
ー

プ
ン
化
、
調
達
の
一
般
化
へ
の
支

援
、
⑦ 

燃
料
、
電
力
料
金
の
高
騰

対
策
と
軽
油
取
引
税
の
課
税
免
除

の
特
例
措
置
を
延
長

（自）中谷　元 議員に要請

認定書 本郷副会長

当
会
は
、
令
和
元
年
か
ら
製
材

部
門
へ
の
外
国
人
技
能
実
習
制
度

の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
始
め
、

令
和
五
年
六
月
十
四
日
に
厚
生
労

働
省
等
へ
技
能
実
習
評
価
試
験
実

施
機
関
等
の
認
定
申
請
書
を
提
出

し
、
十
月
三
十
一
日
に
認
定
を
受

け
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
を
受
け
て
準
備
が

整
い
次
第
、
製
材
作
業
に
係
る
技

能
実
習
評
価
試
験
等
の
業
務
を
開

始
し
ま
す
。

外
国
人
技
能
実
習
評
価
試
験

実
施
機
関
に
認
定

令
和
5
年
度
補
正
予
算
要
望

及
び
令
和
6
年
度
予
算
等
に

関
す
る
要
望
　
　
　
　
　
　

令
和
五
年
十
一
月
二
十
二
日

（
水
）、
菅
野
康
則
全
木
連
会
長
並

び
に
松
原
正
和
全
木
協
連
会
長
は
、

自
民
党
の
国
会
議
員
（
35
名
）
に
対

し
、
国
産
材
を
広
く
建
築
事
業
者

に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
先
進
的

な
木
材
加
工
施
設
の
整
備
や
非
住

宅
建
築
の
木
材
需
要
拡
大
等
に
係

る
国
の
支
援
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

（
要
望
の
内
容
）

① 

住
宅
等
木
材
需
要
の
拡
大
、

② 

木
材
加
工
施
設
、
乾
燥
機
の
整

備
に
関
す
る
支
援
、
③ 

技
能
研
修

制
度
等
労
働
力
の
確
保
と
労
働
安

全
対
策
の
強
化
、
④ 

供
給
力
強
化

の
た
め
ス
ト
ッ
ク
機
能
に
対
す
る
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木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
は
、

木
材
利
用
の
拡
大
や
特
色
あ
る
施

設
等
を
対
象
と
し
て
、
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
、
優
良
な
木
造
・
木

質
化
施
設
を
表
彰
し
て
き
た
。

本
年
も
多
数
の
素
晴
ら
し
い
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

特
別
賞
な
ど
に
選
定
さ
れ
た
作
品

を
表
彰
す
る
式
典
が
令
和
五
年
十

月
三
十
日
（
月
）
に
木
材
会
館
（
東

京
都
江
東
区
）
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
会
場
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
約

２
２
０
名
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

式
典
で
は
、「
優
良
施
設
部
門
」
の

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
は
じ
め
と
す

る
特
別
賞
14
作
品
が
表
彰
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
と
授
与
者
に

よ
る
記
念
写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ

た
。

【
文
部
科
学
大
臣
賞
（
１
点
）】

○
中
津
川
市
立
福
岡
小
学
校
（
岐

阜
県
）

【
国
土
交
通
大
臣
賞
（
１
点
）】

○�

徳
島
県
新
浜
町
団
地
県
営
住
宅

2
号
棟
（
徳
島
県
）

【
環
境
大
臣
賞
（
１
点
）】

○
水
戸
市
民
会
館(

泉
町
１
丁
目
北

地
区
再
開
発
ビ
ル)

（
茨
城
県
）

【
林
野
庁
長
官
賞
（
３
点
）】

○�

銀
座
髙
木
ビ
ル
（
東
京
都
）

○�

神
戸
市
中
央
区
役
所
・
中
央
区

文
化
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫
県
）

○�

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学 

G
reen C

om
m

ons

（
大
分
県
）

【
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
会
長

賞
（
３
点
）】

○�

陸
前
高
田
市
立
博
物
館
（
岩
手

県
）

○�

み
え
森
林
・
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

棟
（
三
重
県
）

○�

香
美
市
立
図
書
館　

か
み
ー
る

（
高
知
県
）

【
審
査
委
員
会
特
別
賞
（
３
点
）】

○�

枝
幸
町
認
定
こ
ど
も
園
（
北
海

道
）

○�

愛
媛
県
立
新
居
浜
病
院
（
愛
媛

県
）

○�

睦
モ
ク
ヨ
ン
ビ
ル
（
長
崎
県
）

※�

国
産
材
利
用
推
進
部
門
は
応
募
総
数
が
少
な
く
、
本
年
は

審
査
を
行
わ
ず
、賞
の
決
定
も
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

表彰式（内閣総理大臣賞：授与者は
舞立農林水産大臣政務官）　 　

受　

賞　

施　

設

〈
優
良
施
設
部
門
〉

【
内
閣
総
理
大
臣
賞
（
１
点
）】

○
岡
山
大
学
共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ

（
Ｏ
Ｕ
Ｘ
：
オ
ー
ク
ス
）（
岡
山
県
）

【
農
林
水
産
大
臣
賞
（
１
点
）】

○�

小
鹿
野
町
役
場
（
埼
玉
県
）

令
和
五
年
度
木
材
利
用
優
良

施
設
等
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

の
開
催
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景　況　調　査
令和 5 年 1 0 月分集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）内は実数

〔流通部門〕 モニター数１４０　回答９３　回収率６６％ 〔製造部門〕 モニター数１３６　回答９９　回収率７３％

・当月の状況 ・当月の状況

販 売 量 増　加２６％（２４） 変わらず５０％（４６） 減　少２４％（２２） 販 売 量 増　加３２％（３１） 変わらず５５％（５４） 減　少１３％（１３）

仕 入 量 増　加２６％（２４） 変わらず４８％（４４） 減　少２６％（２４） 仕 入 量 増　加２７％（２６） 変わらず６０％（５９） 減　少１３％（１３）

販売価格 上　昇　８％（　７） 変わらず８２％（７５） 下　降１１％（１０） 販売価格 上　昇１１％（１１） 変わらず７７％（７５） 下　降１２％（１２）

仕入価格 上　昇１３％（１２） 変わらず７６％（７０） 下　降１１％（１０） 仕入価格 上　昇２８％（２７） 変わらず６７％（６６） 下　降　５％（　５）

・来月の見通し ・来月の見通し

販 売 量 増　加１６％（１５） 変わらず６７％（６２） 減　少１６％（１５） 販 売 量 増　加２６％（２５） 変わらず６６％（６５） 減　少　８％（　８）

仕 入 量 増　加１２％（１１） 変わらず６６％（６１） 減　少２２％（２０） 仕 入 量 増　加２８％（２７） 変わらず６２％（６１） 減　少１０％（１０）

販売価格 強含み１８％（１７） 保ち合い７７％（７１） 弱含み　４％（　４） 販売価格 強含み１７％（１７） 保ち合い７８％（７６） 弱含み　５％（　５）

仕入価格 強含み２０％（１８） 保ち合い７７％（７１） 弱含み　３％（　３） 仕入価格 強含み３２％（３１） 保ち合い６４％（６３） 弱含み　４％（　４）

３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み ３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み

米　　材 ４７％（３２） ３８％（２６） １５％（１０） 米　　材 ５３％（１７） ３８％（１２） 　９％（　３）

南 洋 材 １１％（　６） ８４％（４８） 　５％（　３） 南 洋 材 　９％（　２） ８３％（１９） 　９％（　２）

北洋材（欧州材を含む） １３％（　８） ７０％（４３） １６％（１０） 北洋材（欧州材を含む） ３７％（１１） ５７％（１７） 　７％（　２）

国 産 材 １６％（１３） ７１％（５８） １３％（１１） 国 産 材 ２４％（２２） ５４％（４９） ２１％（１９）

建　　材 １９％（１２） ７６％（４８） 　５％（　３）

・プレカットの動向 ・プレカットの動向

発注後、加工までの待
ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 受注後、加工までの待
ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上

３６％（２１） ５９％（３４） 　５％（　３） ４０％（１６） ４８％（１９） １３％（　５）

 
 

 
 

 
（（ごご購購入入ににつついいてて））  
全全木木連連ホホーームムペペーージジかからら購購入入申申込込書書ダダウウンンロローードドしし、、必必要要事事項項をを記記入入のの上上、、全全国国木木材材組組合合連連合合会会  技技能能実実習習評評
価価試試験験事事務務局局ににメメーールル((ggiinnoouu@@zzeennmmookkuu..jjpp))、、ももししくくはは FFAAXX（（0033--33558800--33222266））ににてて注注文文ししててくくだだささいい。。  

製製材材作作業業のの入入門門書書、、外外国国人人技技能能実実習習のの参参考考書書    
好好評評発発売売中中！！  

＜お問合せ先＞

林業信用保証管理部 ： ０３（３４３４）７８２５
【受付時間 ： 9時～17時】

https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/index.html

林 保業 用信 証

林業・木材産業を営む方を

公的な保証でサポートします。

お気軽にご相談ください。

独立行政法人 農林漁業信用基金


